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埼玉県教育局は、４月下旬までに令和 7 年度

公立高校入試選抜状況をまとめ発表した。 

今春の入試では，全日制の総募集人員

35,001人に対し，33,224人の一般合格者（伊

奈学園・市立浦和・川口市立からの内進生を

除く，追検査の受験者と合格者を含む）と欠員

補充の 320人の合格者を出し，最終倍率は

1.16倍（普通科 1.18倍、専門学科 1.08倍、総

合学科 1.04倍）などとなっていた。 

（公立入試の考察） 

12月 15日現在の進路希望調査では，進学

希望者の公立全日制へ進路希望者の割合は，

令和元年度 67.3％、2 年度 65.4％，3 年度

65.1％，4年度 63.9％，5年度 63.8％，6年度

63.2％と減少傾向で推移している。 

令和 6 年度入試の公立全日制の倍率は，

出願 1.11 倍，確定 1.10 倍，受検 1.10 倍，実

質は 1.16倍となっていた。 

一方，24 年度の入試 1 本化になって以来、

私立入試がすべて終了してから公立入試が始

まっていたが，コロナ禍に伴い，インターネット

出願が採用されたこともあって，出願日程が早

まり，7 年度では、1 月 27 日～２月 10 日と，都

内私立一般入試の受験日 2月 10日と重なって

いた。このため，出願後の取り消し，欠席が増

加していたようだ。 

また，入試 1本化以降，不合格者は増加して

おり，23 年度の後期が 4,262 人だったことに対

して，令和 2 年度では，5,127 人，3 年度は

4,498人，4年度は，4,758人，5年度では5,008

人，6 年度では、5069 人，7 年度では，初めて

追検査の不合格者を含めて 5,225 人となって

いた。 

国や県の授業料補助制度の増額と，大学入

試改革の実施により，高校受験の段階から，大

学の現役進学が評価され私立希望が増えてい

たようだ。 

前年度から，新型コロナ 5類に移行によって，

学校情報提供の場が以前に戻っていたことも，

受験希望者の動向に与えた影響が大きかった

と思われる。 

定時制では，普通科 840人，専門学科 240人，

総合学科 900 人，計 1,980 人の合格予定数に

対し，普通科 337 人，工業科 43 人，商業科 7

人，総合学科 715人，計 1,102人が受験し，全

体では，1.01倍となった。欠員の合格者49人と
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1．埼玉県公立高校 令和 7度入試結果 

資料① 埼玉県公立高校 令和 7年度入試概要 
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あわせ 1,119 人が合格している。(前年 1,211

人) 

全日制で欠員補充を実施した学校は 51 校

(普通科 23校 703人，専門学科 29校 933人，

総合学科 5校 221人)で募集 1,857人に対し，

受験者は 320 人で 320 人合格した。前年の募

集 48校 1,251人，受験者 299人，合格者 291

人と比較すると，欠員校の増加(3 校)，欠員数

の増加 506人，受験生は 21人増加した。 

追検査・欠員補充の入学者を含めた公立高

校への合格者は，全日制 33,554 人，定時制

1,119人，総計 34,673人となっていた。 

在籍（12月 15日時点の卒業予定者）62,548

人に対して，公立・全日制への進学率は

53.6％(前年 54.7％)であり，進学者(在籍の

98.7％)に対する比率は，54.4％となった。 

全日制の志願者は，38,854 人(確定 38,587

人)で，１２月の進路先調査の時点の全日制公

立希望者 39,558 人に対する出願比率は

98.2％(前年 98.9％)となっており，志望校調査

時点の志望校の確定度合が高いことを示して

いる。 
 
参考 入試問題について 
公立高校入試平均点の推移 予想点は入試直後の県教育局の予想平均点（目標平均点） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7年度入試の学力検査問題の出題数等 

年度 
種別 

国語 数学 英語 社会 理科 5 科 

平均 予想 平均 予想 平均 予想 平均 予想 平均 予想 平均 予想 

平成 28 年度 
平成 29 年度一般 
平成 29 年度選択 
平成 30 年度一般 
平成 30 年度選択 
平成 31 年度一般 
平成 31 年度選択 
令和 2 年度一般 
令和 2 年度選択 
令和 3 年度一般 
令和 3 年度選択 
令和 4 年度一般 
令和 4 年度選択 
令和 5 年度一般 
令和 5 年度選択 
令和 6 年度一般 
令和 6 年度選択 
令和 7 年度一般 
令和 7 年度選択 

57.9 
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51.1 
44.4 
43.2 
44.0 
43.7 
42.3 
53.5 
67.9 
55.2 
62.2 
56.0 
48.0 
42.6 
55.8 
50.5 
51.7 
50.2 
52.3 
44.8 

50 
48 
60 
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60 
48 
60 
50 
60 
55 
60 
55 
60 
60 
60 
60 
60 
60 
60 

57.4 
52.0 
71.9 
55.9 
58.9 
47.7 
64.3 
52.2 
64.3 
51.4 
61.6 
52.6 
58.3 
45.8 
56.7 
53.4 
54.8 
43.6 
57.0 

50 
48 
65 
48 
65 
48 
65 
48 
65 
50 
65 
50 
65 
60 
60 
60 
60 
60 
60 

63.7 
60.6 
 

55.9 
 

60.3 
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65.6 
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55 
 
55 
 
55 
 
55 
 
55 
 
55 
 
60 
 
60 
 
60 

39.2 
48.5 
 

51.7 
 

44.5 
 

51.1 
 

56.2 
 

52.5 
 

58.2 
 

51.6 
 

64.8 

50 
50 
 
50 
 
50 
 
50 
 
50 
 
50 
 
60 
 
60 
 
60 

269.4 
258.8 
277.5 
260.3 
263.0 
253.1 
280.9 
283.8 
283.2 
301.1 
305.1 
268.9 
269.2 
281.0 
286.6 
280.5 
280.4 
289.7 
295.6 

69 
261 
263 
256 
285 
256 
285 
256 
285 
258 
285 
265 
285 
265 
285 
300 
300 
300 
300 

 国語 社会 数学 

一般 

数学 

選択 

理科 英語 

一般 

英語 

選択 

合計 

一般 

合計 

選択 

問 

題 

数

別 

 

大問数 ５ ６ ４ ５ ５ ５ ４ ２５ ２４ 

小問数 ２５ ３０ ２３ ２０ ２８ ３１ ３０ １３７ １３３ 

小問・選択肢 １２ 

(48.0％) 

１８ 

(60.0％) 

１ 

(4.3％) 

１ 

(5.0％) 

１４ 

(50.0％) 

１６ 

(51.6％) 

１６ 

(53.3％) 

６１ 

(44.5％) 

６１ 

(45.9％) 

小問・記述 １３ 

(52.0％) 

１２ 

(40.0％) 

２２ 

(95.7％) 

１９ 

(95.0％) 

１４ 

(50.0％) 

１５ 

(48.4％) 

１４ 

(46.7％) 

７６ 

(55.5％) 

７２ 

(54.1％) 

小問・記:用語、単語 ６ ６ １８ １５ ９ ４ ２ ４３ ３８ 

小問・記:文章表現 ７ ６ ３ ３ １ １１ １２ ３Ⅰ ３２ 

小問・記:作図 ０ ０ １ １ ２ ０ ０ ２ ２ 

配

点

別 

選択肢 ４３

（43.0％） 

５２

（52.0％） 

４ 

（4.0％） 

４ 

(4.0％) 

４９

（49.0％） 

４５ 

(45.0％) 

４４ 

(44.0％) 

１９３

（38.6％） 

１９２

（38.4％） 

記述 ５７

（57.0％） 

４８

（48.0％） 

９６

（96.0％） 

９６ 

(96.0％) 

５１ 

（51.0％） 

５５

（55.0％） 

５６ 

(56.0％) 

３０７

（61.4％） 

３０８

（61.6％） 



 3 

7年度入試県の予想点は，国語 60点 数学

60 点（60 点） 英語 60 点（60 点） 社会 60 点 

理科 60 点 5 科 300 点（300 点）と発表されて

いる。公立の入試予想平均点は，入試の目標

値と考えられるので，5 年度から，それまでの 5

割 3分から 6割に目標値に変更している。 

記述問題の部分点は，各学校の裁量となっ

ており，厳しく採点した学校とそうでない学校

の混在になっている点に注意が必要となる。 

各教科の小問数は，国語が 25⇒25 問で作

文を含め，記述式問題が 52.0⇒52.0％となっ

ていた。数学は，一般23問で，作図・証明を含

め 23問が記述，選択問題は，20問で 19問記

述。英語・一般問題は 31 問で、英作文を含め

記述問題が 51.6⇒51.6％，選択問題は，30問

中 16 問が記述問題となっている。社会は，30

⇒30 問で，記述式問題が 40.0％，理科は 28

⇒28 問で，記述式問題が 50.0％となっており，

全体では，一般問題が 137問中 76問，60.4⇒

55.5％が記述式問題，選択問題では，133 問

中 54.1％が記述形式だった。また、配点では、

一般 63.4⇒61.4％、選択 61.6％が記述問題の

割合であり、記述問題の増減によって、平均点

の変化があるようだ。(6年度⇒7年度) 

一般問題に対して、29年度から導入された選

択問題では，問題数は変わらないが，問題の難

度には差があり，数学の一般問題で 7.7 点，選

択問題で 15.2 点，県の予想平均を下回ってい

た。 

 

。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼玉県教育局は、前年の 5 月 23 日に令和

8年度の公立高校入試の日程を発表した。 

昨年から，コロナ・インフルエンザ等の感染

者に対する追検査日程を合格発表前に実施

し，合格発表を 1 本化している。また，インター

ネット出願を全校に拡大し，合格発表では，掲

示を取りやめ，ネットによる合否照会システムを

全面的に採用していた。 

出願 1月 27日～2月 10日 

出願書類の提出 1月 13日・16日・17日 

志願先変更 2月 18日・19日 

学力検査 2月 26日 

実技・面接 2月 27日 

追検査 3月 3日 

合格発表 3月 6日 

尚、出願は、ネット出願とし、出願書類の提

出は 2月 13日は郵送としている。 

現時点(５月１０日現在)で判明している埼玉

及び近隣都県の公私の入試日程をまとめた。  

東京・千葉に続き，埼玉・群馬でも 7 年度入

試からインターネットによる出願が全校に拡大

し,8年度では，群馬で採用される。 
 

埼玉県公立高校の令和 7 年度入試では，一般は，平均点 9.2 点上昇，選択問題も，15.2 点上昇し

ていました。選択問題の数学・英語を受験した 22校 10,101人に対し，一般問題は 28,155人が受験し

ていました。 

県入試に臨む生徒の平均偏差値は，52 前後，合格者は 53前後と予想されます。つまり目標点 300

点は，偏差値 52 相当の点数ということになります。およそ 10 点が 1 偏差値ですので，7 年度入試の平

均点で見ますと、偏差値 50 の生徒の得点は 270 点前後ということになります。ただし，数・英は選択問

題実施校に上位の生徒が流れますので，29 年度以降は，数・英の一般問題実施者は偏差値 50 前後

にまで下がっていると考えられます。 

 

２.  埼玉県及び近隣の都県の公私入試日程   

  資料② 埼玉県・近隣都県の入試日程 
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令和 6年 12月 25日文部科学大臣は，中央教

育審議会特別部会に対して，「」について諮問

した，事実上の次期学習指導要領策定に向け

ての諮問となる。 

 中央教育審議会は，この諮問を受けて，令

和 8 年度末までに報告書をまとめる予定とな

る。 

 次期学習指導要領は，令和12年度から小学

校で施行される予定だ。 

次期指導要領では，令和 12年以降の社

会を見据え、未来社会を担う子どもたちに

必要な資質・能力を育てるための学校教

育の実現を目指しており、現行の学習指

導要領から「教育課程」から「カリキュラム」

への転換を視野に入れている。具体的に

は、個別最適な学びと協働的な学びを両

立させ、社会に開かれた教育課程の実現

をめざす考えのようだ。 

次期学習指導要領の主な特徴 

・令和 12 年の社会を視野に入れた教育  

令和 12年の社会の課題や変化に対応できる人材育成を目指す。 

・学習者の主体性・対話性を重視した学び 

学習者自身の考えを深め，他人と協力して学びを深める授業が重視される。 

・社会との連携を重視した教育課程  

学校と社会の連携を深め，地域社会の課題解決に貢献できる人材育成を目指す。 

・個別最適な学びと協働的な学びの両立 : 

個々の児童生徒の個性や発達段階に合わせた指導と，生徒同士が協力して学びを深める活動を両立さ

せる。 

・「カリキュラム」への転換  

教育課程の実施の仕方を変え、本人の学習経験や学びの履歴を重視するカリキュラムを目指す。 

・「標準授業時数」から「標準学習時数」への転換 : 

従来の標準授業時数から、学校内外の学習を合わせた標準学習時数へと転換する可能性を検討。 

 
 
 
 
 

令和 2年 2月末から始まった新型コロナウィ

ルスの蔓延によって，学校が臨時休校になり、

学校行事、部活の大会等すべて中止となった。

また，2 年度に予定されていた中学・高等学校

の進学フェアが次々と中止・延期となり，受験

生の志望校の選択のための情報収集の手段

が閉ざされてしまったことになる。 

5 年度では，新型コロナが 5 類に移行し，予

約制や定員制などが散見されるが，フェア実

施が完全に以前の状態に戻ってきていた。  

7年度では，埼玉県私立中学高等学校協会

主管の私学フェアが例年 7 月～8 月に実施さ

れるほかに，東京都私立中学高等学校協会

主催の私学展，読売新聞さいたま支局主催の

彩の国高校進学フェアなど，実施される。ただ

し，多くのフェアが事前に申し込み制になる事

に注意が必要だ。 

しかし，各都県の公私の入試日程は決まっ

ているが，今年も従来通りの志望校選択は難

しそうだ。 

４.  埼玉県及び東京地域の主な進学フェアの日程   

   

 

３.  文部科学大臣 中央教育審議会へ諮問   

   資料③ 初等中等教育における教育課程の基準等の在り方 
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受験生は，限られた学校との出会いの場に

はなるが，ホームページなどを閲覧し，高校の

内容を把握することが求められる。 

 
◆資料３－４ 主なフェア・合同相談会の日程（令和７年5月10日判明分）  予約の有無については要確認 

名  称 主 催 日 程 会 場 問い合わせ先 

2025 彩の国高校進学フェア
（私学フェア） 

読売新聞社 
さいたま支局 

7/12(土)・13(日) 
 

さいたまスーパーアリーナ 03-5226-9915 
読売エージェンシー 

埼玉県私学フェア 
（大宮会場） 

毎日新聞社 
さいたま支局 
 
埼玉県私立中学
高等学校協会 

8/23(土)・24(日) 
  

大宮ソニックシティ  
048-863-2110 
埼玉県私立中学 
高等学校協会 
 

埼玉県私学フェア 
（川越会場） 

8/16(土)・17(日） ウエスタ川越 

埼玉県私学フェア 
(熊谷会場) 

7/26(土)・27(日） キングアンバサダーホテル
熊谷 

2025ふれあい 
私立中高進学相談会   

ふれあいの会 6/1（日） 浦和コルソ7Ｆ 03-5226-9915 
読売エージェンシー 
営業部 ふれあい係 7/6（日） 川口キュポラ 

2025年度夢ネット 
埼玉東部進学フェア 

NPOゆめネット 5/31（土)・6/1(日) 
 

草加アコスホール NPOゆめネット 
048-967-5759 

2025入試ファースト 
 

NPO 埼玉教育
ネット 

6/29(日)     浦和コルソホール 048-738-0680 
NPO埼玉教育ネット 

6/22(日) 川口ホールフレンディア 

10/11(土) 越谷サンシィティホール 

10/19(日） 春日部・ふれあいキューブ 

東京  

名  称 主 催 日 程 会 場 問い合わせ先 

2025私立学校展 
進学相談会 

東京都私立中高
協会 

8/23（土）・24（日） 
 

東京国際フォーラム 
 

03-3263-0543 
東京都私立高協会 

2025中・高進学相談会 
IN上野松坂屋 

新しい教育を担
う私学の会 

5/26(土)   上野松坂屋・本館 03-3828-4366 
駒込学園 

第44回 
受験なんでも相談会 

声の教育社 6/28(土)中学 
6/29(日)高校 

新宿住友ビル1F 03-5261-5061 
声の教育社 

第7回 フェスタ東京 
 私学から世界へ 

実行委員会 6/15(日)   淑徳巣鴨中学・高等学校 03-3918-6451 
淑徳巣鴨 

 

 

 

 

 

 

 

 

石破首相は，4月 22日，全国の公立高校の定

員割れや，今後，就学支援金増額によって，公立

離れが進む可能性などを勘案し，1つの高校しか

受験できない現在の公立高校の受験の「単願制」

を見直しに向けた検討を関係省庁に指示した。 

 受験生が複数の志望校を優先順位をつけて志

望し，共通テストなどの結果を基に，その中の 1

校に合格する仕組みを想定しているようだ。複数

の志望校に対して，共通テストや内申点等を基に

合格基準を超えた学校の中から志望順位が高い

高校を割り当てる受験システム「デジタル併願制」

となる。 

５. その他の話題  

   

 

政府 公立の併願制度 検討へ 
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いち早く私立授業料無償化を打ち出した大阪府

では，今春の入試で 142 校の公立高校の内 79

校が定員割れとなった。私学志向から公立回帰

を目指す狙いがありそうだ。 

 一方，私学の側では，併願枠を定員の半数とす

る東京都をはじめ，併願制度崩壊に繋がりかね

ない今回の方針転換に戸惑う声も聞こえる。 

 

 

5月 8日川口市教育委員会は，川口市立附

属中学校の募集人員を，これまでの 80 人から

110人に増やし，併せて，川口市内に限ってい

た出願資格を全県に広げることを決定した。 

 中高一貫教育校としての教育課程の充実や，

多様な人間関係の構築による豊かな学校生活

の実現を目指すとしている。 

閑話休題 

連休が明け，いよいよ令和 8 年度入試戦線がスタートしました。 

埼玉県の令和 8 年度の高校入試についてのリーフレットが中学 2 年生に配布されました。 

令和 5 年度より段階的に実施されている部活動の段階的な地域連携・地域移行が令和 7 年に一端の

完了期を迎えます。これにより，学校外の生徒活動が調査書内容から割愛されてきます。 

これが，中学生に与える影響は少なくない筈です。 

公私立の 7 年度の在籍生から就学支援金の世帯年収 910 万円の壁が廃止され，全員が対象となりま

す。さらに，8 年度からは，私学在籍者への国の授業料支援が 45 万 7 千円に増額される見込みです。 

これによって，益々高校選択の自由度が高まってきます。ただ，私学志向の高まりを懸念した国が

公立のデジタル併願制度を打ち出す気配です。 

志望校選択の自由化ということでしょうか，公私立とも，各学校の特色化を進め，受験生にアピー

ルする必要性が高まって来ることは間違いないと思います。 

各種のフェアの今年度実施が見えてきました。受験生や保護者の皆さんの，高校との出会いの最高

の機会，自ら将来の志望を考えて，能動的にこんなチャンスを捉えていただくことを願ってやみませ

ん。 

 

川口市立附属中学校 全県からの受験が可能に 
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資料② 

埼玉県・近隣都県の令和8年度入試日程・全日制 
 

埼玉県 

私立中学 入試解禁 令和8年１月１０日 

私立高校 入試解禁 令和8年１月２２日 

 

公立高校 

 
 
千葉県 

私立中学 入試解禁 推薦 令和7年１２月１日 一般 令和8年１月２０日 

私立高校 入試解禁 前期 令和8年１月１７日 後期 令和8年２月１５日 

 

公立高校 

一般入学者選抜 

（1）志願者情報の登録・検査料の納付  令和 8 年 1 月 13 日(火)～2 月 2 日(月） 

   出願書類(調査書等)提出           2 月 3 日(火)～2 月 5 日(木) 

（2）志願又は希望の変更受付期間 2 月 10 日(火)・2 月 12 日(木） 

（3）学力検査等の期日    2 月 17 日(火）及び 2 月 18 日(水） 

（4）追検査受付期間    2 月 20 日(金）及び 2 月 24 日(火） 

（5）追検査の期日     2 月 26 日(木） 

（5）入学許可候補者発表  3 月 3 日(火）       
 
 
栃木県 
私立中学 入試 令和7年１１月20日ごろから 解禁は特になし 
私立高校 入試 令和8年１月４日 
 
公立高校 
１ 全日制課程 （１） 

特色選抜関係  
① 願書等提出期間 令和８（2026）年１月29日（木）～30日（金）  
② 面接等 令和８（2026）年２月５日（木）、６日（金） ただし、一日で行う学校
は２月５日（木）に実施する。  
③ 合格者内定 令和８（2026）年２月12日（木）  
一般選抜関係  
① 願書等提出期間 令和８（2026）年２月18日（水）～19日（木）  
② 出願変更期間 令和８（2026）年２月24日（火）～25日（水）  
③ 受検票交付期間 令和８（2026）年２月26日（木）～27日（金）  
④ 学力検査 令和８（2026）年３月５日（木）  
⑤ 合格者発表 令和８（2026）年３月11日（水） 

令和 8年  
1月 27日(火)～2月 10日(火) 出願入力期間(インターネットを活用した出願を実施) 
2月 13日(金)、16日(月)、17日(火) 出願書類の提出 13日は郵送による提出 
2月 18日(水)、19日(木) 志願先変更期間 
2月 26日（木） 学力検査  
2月 27日（金） 実技検査（芸術系学科等）、面接（一部の学校）  
3月 3日（火） 追検査 
3月 6日（金） 入学許可候補者発表 
※ 追検査はインフルエンザ罹患などやむを得ない事情により学力検査を受検できなかった志願者を対象とする。  
※ 欠員補充の日程及び内容については、実施する高等学校において定める 
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群馬県 

私立中学 入試解禁 特になし 
私立高校 入試解禁 非公表 
 
令和 8年度 県立学校入学者選抜日程について 

 
 

東京都 

私立中学 入試解禁 令和8年2月１日 

私立高校 入試解禁 推薦 令和8年1月22日 一般 令和8年２月１０日 

 

都立高校 前年５月２3日に発表 

参考 令和7年度入試 

1 推薦に基づく選抜 

入学願書受付日 令和7年1月9日（木曜日）～16日（木曜日） 

実施日     令和7年1月26日（日曜日）・27日（月曜日） 

合格発表日   令和7年1月31日（金曜日） 

2 学力検査に基づく選抜 

入学願書受付日 令和7年1月30日（木曜日）～2月5日（水曜日） 

実施日     令和7年2月21日（金曜日） 

合格発表日   令和7年3月3日（月曜日） 
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